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決算額（一
般財源分）
（千円）

事業概要 事業実績

33,950

ＩＣＴを効果的に活用した授業改善の取組を
支援するとともに、取組の成果等を情報発信
し、本県における教育のＩＣＴ化を推進しま
す。

・ＩＣＴを活用した授業改善に取り組み小・中
学校を所管する市町村に対して必要な経費を補
助したした。
・「検証改善委員会」を開催し、推進校による
取組についての成果の検証と改善等をまとめ、
「学校改善支援プラン」を作成し、各学校に配
布しました。
・「オンライン・ミーティング」を開催し、有
識者による、今後の本県における教育のＩＣＴ
化への提言やＩＣＴを活用した授業事例の紹介
等を県内外に発信しました。

1,869

　日本で初めての世界遺産となった白神山地
において、その世界遺産としての価値と素晴
らしさを環境教育や自然体験活動等を通じて
県民へ伝え、白神山地を将来にわたって守り
伝えるための取組を行います。

・次代を担う子どもたち（児童）を対象に、白
神山地をフィールドとした自然体験教室を実施
し、６１名の児童へ自然環境保全の重要性等を
伝えました。
・白神山地の保全推進の担い手として育成した
「あきた白神認定ガイド」の更新講習を実施し
ました。
・白神山地世界遺産センターにおいて、遺産地
域・周辺地域の情報提供を実施するとともに教
育機関の自然環境学習を支援しました。
・白神山地の価値や魅力を周知し、来訪者を増
加させるために、山岳情報誌と連携して情報発
信し、エコツアーやオンライントークイベント
を行いました。

1,716,698
　県立高等学校の教育活動を展開するための
教材等購入経費や施設の運営のために必要な
経費です。

・指定された高校において、学習や部活動で使
用する備品購入費及び図書館の蔵書購入費とし
て活用しました。

273,953

　社会の変化に対応し、生徒の多様な能力を
伸ばす教育を充実させるため、専門高校の実
習設備を整備するほか、情報教室等のネット
ワーク環境を維持、管理します。

・工業高校６校、農業高校５校の実習設備を整
備、更新したほか、特別支援学校を含む全ての
県立学校の情報ネットワークの維持管理、高等
学校情報教室パソコンの賃貸借、教員一人１台
パソコンの賃貸借などの経費の一部に活用しま
した。

2,895

　動物愛護推進の拠点である動物愛護セン
ターの円滑な運営ができるようボランティア
を育成し、犬猫の譲渡推進や動物愛護の普及
啓発事業を展開するとともに、その活動を広
く県民に周知し、国内外に向けて「動物にや
さしい秋田」を強力に情報発信することで本
県のイメージアップを図る。

・運営ボランティア２６名に対し、育成講習会
を行いました。
・夏休み期間中にフォトコンテストを開催し、
応募総数２３７点、入賞作品１９点の展示を行
いました。

12,195

　災害や様々な危機事案が発生した場合に
は、迅速かつ的確に初動対応を行い、県民の
生命・身体・財産を守ることができるよう、
平時からの応急対応体制を確立するととも
に、防災の専門家や市町村等との連携のも
と、各種災害から身も守るための避難体制等
の整備を図ります。

・自然災害等が発生した場合に迅速かつ円滑に
初動対応を行うため、「２４時間常駐体制」と
して、夜間・休日を含めて県庁舎内に常時職員
を配備しました。
・火山災害が発生した場合のハザードマップや
避難計画の作成に向け、専門家や近隣自治体と
の有識者会議等を開催しました。

949

　県の各機関における財務に関する事務の執
行や、県が補助金を交付し、または出資して
いる団体等に係る事業の監査などを実施する
経費です。

・監査を実施する経費の一部として活用しまし
た。

1,566
　秋田の国際化に寄与してきた在南米秋田県
人会の活動運営費を助成し、南米地域での本
県のＰＲ活動に努めてもらいます。

・在ブラジル、アルゼンチン、パラグアイにあ
る４団体の会報発行経費や現地で開催されるイ
ベントでの秋田県ＰＲ等に係る経費等へ助成し
ました。

「令和３年度　ふるさと寄附金活用事業概要と実績」（回答用紙）

事業名称

ICTを活用した秋田の教育力向上
事業
 （義務教育課）

白神山地保全推進事業
（自然保護課）

高等学校運営費（指定された高校
への支援）
（高校教育課）

高等学校学習環境等整備事業
（高校教育課）

動物にやさしい秋田推進事業
（生活衛生課）

災害対策推進費
（総合防災課）

監査委員活動費
（監査委員事務局）

在外県人会活動支援事業
（国際課）


